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他はすべて2株 以上の複数株で発病 しているごとである。この中で最も多い発病は2株 で、次いで3
株、4株 および5～6株 であり、多数株の発生頻度は順次低 くなっている。このように多数の苗が相





同 一 場 所 で 発 病 し て い る 株 数 1箱 の平
均病 苗数
(病苗率)
1株 単独 2株 同時 3株 同時 4株 同時 5株 同 時 6株 同 時 合 計
発生か所数 57 78 zs 7 1 i 172
37、3本
CO.4ｰb)発生頻度率 33.1 45.3% 16.3% 4.1ｰ& 0.6 a.si ]00




いるものは少量播種区qOO弓 籍)に多 く、2株 以上集団で発病 しているのは多量播種区(150～200琶籍)
に多かった。とくに200琴 霜では4～5株 以上 も集団で発病 した事例が多かった。培土別では粒状培土
で この傾 向 が 顕 著 で あ った(図1)。
































































































A.苗 代 に お け る感 染 発 病
ユ.土 壌 伝 染
馬 鹿 苗病 は 種 子 伝 染 お よ び被 害 わ らか らの伝 染 が 古 くか ら知 られ て い る 。 さ らに本 病 常 発地 土壌
(苗代 跡)か らFusariummonihforrne菌 を検 出 し、 イネ 苗 に発 病 させ た と云 う報 告 もあ る 。 しか
し、本 菌 は厚 膜 胞 子 を形 成 しな い こ と 、菌 糸 や 分 生 胞 子 の土 中 生 存 期 間 が 短 い こ と等 か ら、 これ を否
定 す る記 載 もあ る。 以 上 か ら土 壌 伝 染 の 可 能 性 を 検 討 した 。
a、 土壌中の有機物 と発病
土壌中にフスマ、完熟堆肥等を添刀ロし、これに本病菌を接種 しその発育状況を調査 した。各菌株 と
も添加有機物でよく発育したが、特にフスマ添加でよく発育 し、次いで完熟堆肥、牧草根等であった。
無添加区では発育しなかった。
これ らの土壌中に消毒種子を播種すると、何れの有機物材料でもほとんど100%発 病 した。この中
徒長程度の最 も顕著だったのはフスマ添加区で、無処理区の約2倍 の草丈を示 した。病原土壌と種子
の位置の関係では、播種面及び覆土中に病菌が存在する場合は、種子と直接接触 して発病するが、間
土を して種子 と接触をさけた場合 も発病 した。自然条件下に放置 した罹病わら、もみがら等を敷込ん





1963年10月 フスマ培養菌を火山灰土壌 に混合 し・1964年4月 に健全種子を畑苗代様式で播種 したと
ころ、13.4～15.6%の 感染苗率を得 た。1965年 に再びこの土壌に健全種子を播種 したが発病 しなか
った。 したが って、接種2年 後においては病原菌は死滅 したか、感染能力を失 ったものとみられる。
大型および小型分生胞子の殺菌および無殺菌土壌中における発芽状況を中心とした動回について、
埋没5、10、15、30お よび60日後に検鏡 し調査 した。殺菌土壌中では大型分生胞子は埋没15日 後まで
に大部分発芽し、発芽管の伸長 も旺盛であるが、30日 以降は発芽率も激減 し、崩解する胞子が多かっ






では油紙で仕切 った溝内に消毒種子を播 き、この溝の中央に病粒1個 を置いた場合、この溝と隣接の
両側の溝内で発病 し、それ以外では発病 しなか った。散播方式でも接橦源を中心にしてその隣接部で
発病 した。また、殺菌土壌内で罹病橦子を中央に置き、その左右に10粒 つつ健全種子を相互に接触 し
て播種 したとき、播種2日 後には病粒から2～3番 目の健全種子に着菌を認め、以後時間の経過 とと
もに菌の伝播距離が拡大 した。標準育苗 日数に近い20日 後では病粒の左右エ0粒全部に菌が伸長 し、し
か も感染苗は枯死 した。さらに、粒状培土、火山灰土壌中に健全種 子を相互に接触 させて播種 し、そ
の一端に菌培養籾を1粒 接着させて覆土 した場合、この位置から3伽 以内で発病 し、最も近い苗は枯
死 した。培土では粒状培土で多発 した。この試験で播種20日 後に外見上健全 とみ られる苗 を別の土壌
に移植 したとき移植苗は発病 した(表2)。
表2接 種源の位置による健全 もみの着菌
植 ま で の 日数
一 一
擁 後培鵜 随 全もみのお繍 た位置(病もみからの位置)
1
ジャガイモ煎汁希釈培地移植直
前の被接種 源の 地下 部の状況ユ12 3 9 S 6 7 国 ・ ユo
2日 後
Na1 0 0
と くに 変 化 な し。
血210 0 C
5日 後
Nd110 淡 紅 色 菌 そ うの発 育 を み とめ 、 隣接 も
み に も着 色 を み と め た 。Na20 0 C
10日 後
Nn1 0 O 0 地上部にも菌そう形成をみる。被害株
の鞘葉は褐変がみ られる。胞子形成。Na2 0 0 0 0
15日 後
Na1 0 0 0 0 0 0 0 O C O もみは 淡紅 紫 色 に着 色 、大 ・小 型 胞 子 形
成 多 、 隣 接 株 で 枯 死 が 目立 つ 。Na2 0 0 0 0 c 0
20日 後
Nn1 0 0 0 0 0 C 0 0 0 C
¶
大 半 の株 が 枯 死 、 立 枯 とな り、.小型 胞
子 の形 成 多 、 地 上 部 菌 そ う多 。Na2 C O 0 0 0 0 ○回 ○ 0
注.○ 印 は 、 ジ ャガ イ モ 煎 汁 希 釈 培 地 上 で 魚sα γ伽伽型 菌 そ う形 成 を 認 め た 種子








表3各 培土 と胞子の透過性(1㎜3中 の胞子濃度)
測 定 標 本 番 号 3区 の 培土の
培 土 の 種 類




1粒 状培上(三 井東圧) 5,150 5,300 5,000 5,150 ご く良 透水性は処理時の観察
2粉 状培土(片 倉 チ ッカ リン) 650 550 550 583 良 に よ る 。
3粒 状培.土(呉 羽化学) 3,500 4,550 3,600 3,883 ごく良 注入前の胞子濃度は1
4〃(東 邦) 3,95D 2,900 3,900 3,583 zノ ㎡ 中6,㈹ コで あ つた。
5粉 状培土(い なほ化エ) a a 0 a 不 良
6〃(鉄 興社) 0 0 0 0 〃
7〃(三 和)
0 0 a 0 〃





畑苗代における発病苗は、催芽時か ら本葉3葉 期までに接種 した区と、前年出穂期 に胞子浮遊液を
接種 して得た種子によるものであった・ しか し、移植時に外見上健全とみられる苗も移植後発病す る
場合があった。これらの中で出穂期接種で得た種子で発病(徒 長)し た苗の本田移植では、移植後1
か月間に株の枯死や茎の枯死がみられ、さらにこれが穂揃期まで継続 した。株内の枯死茎は後に消失
するため、外見上健全株となり、回復現象を示 した。移植時の健全株では本田で発病 し、約1か 月後
病株率4.1%と な り、穂揃期に7.4%に 増加 した。
2.発 病株の伝染源 としての評価
発病圃場における分生胞子の飛散は降雨時にみ られ、晴天および曇天時には採集されなか った。ま
た 、胞 子形 成 株}『風 速5・6・8お よ び11徽)風 を あ てた が ・株 の 乾 燥 条 件 下 で は胞 子 飛 散 が な く、
株 に水を噴霧するとその水滴中に胞子が含まれて飛沫とな り飛散 した。胞子の寄主体離脱には水滴を




穫 した種 子 のFusarium菌 分 離 率 は ・無 散 布 区お よ び カ ス ガ マ イ シ ン散 布 区 で高 か っ た。 ま た、 この
種 子 を 播 種 す る と ・徒 長 苗 ・立 枯 苗 と もカ ス ガ マ イ シ ン散 布 区 で 多 く、水 銀 剤散 布 区 で 少 な か った 。
この こ とよ り、水 銀 剤 散布 で は種 子 へ の馬 塵 苗病 菌 の着 菌 を強 く抑 制 して い る と推 察 され た 。
一155一
出穂期、穂揃期、穂揃10日 後、同24日 後に分生胞子浮遊液を噴霧 して得た種子では、出穂期接種で
玄米表面、胚乳、胚芽各部のFusarjum菌 検出率が最高で、播種後の苗発病 も多かった。出穂期以降


































3収 量 お よ び品 質 に お よぼ す 本病 の 影 響
馬 鹿 苗 病 の発 生 と イ ネの 収 量 品 質 の関 係 を知 るた め 、1株4本 植 の うち病 苗 を1、2、3本 加 え て 、
全 株 が病 茎 率25、50、75%と した区 と、病 苗 の み1本 植 区 を 設 け た 。5月30日 移 植 し、7月6日 調 査
で は病 株 率 が8.7～21.3%に 、 さ らに 登 熟期 に は2.7～3.7%に 減 少 した。 病 苗1本 植 で も8.0、
1.3%と 顕 著 に減 少 した 。穂 数 も健 全 株 比79～102(株 当 り)で 大 差 が な く、病 苗1本 植 で は 同115
と逆 に増 加 した 。 こ れ に 関連 して玄 米 重 の 健全 株 比 は94、97、101を 示 し減 収 量 が少 な い。病 苗1
本 植 の 収量 は こ れ よ り低 下 した が 、健 全 株 比82を 示 した 。減 収 割 合 の 少 な い理 由 は、 枯 死株 の 隣 接 株
が 補 償 作 用 に よ り、株 当 り玄 米 重 で 健 全 株 を上 廻 っ た た め と み られ る 。茶 米 、 死米 等 は各 区 と も健 全
株 よ り多 か っ た 。
皿 防除技術の改善
1.効 率 的 防 除 法 の確 立
本 病 防除 の た め の 種子 消 毒 は、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド剤 、水 銀 剤 の 溶 液 に浸 漬 す る方 法 で 行 わ れ て い た。
1972年 か ら これ らに 代 っ て ベ ノ ミル剤 、 チ ウ ラム ・ベ ノ ミル 剤 、 チ ウ ラム ・チ オ フ ァネ ー トメ チ ル剤
が 用 い られ た が 、は じめ播 種 前 、催 芽 種 子 で はべ ノ ミル剤 を除 いて は薬 害 を 生 じ、実 用 化 は困 難 で あ
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った。 しか し、浸種前処理でこれを回避できることを確認した・この薬害は製剤中のチウラムによっ
ておこり、0.5%粉 衣法では製剤の含量15%以 上で、20倍 液浸漬法では同10%以 上で発生す る・この
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2.種 籾 の 大 量消 毒 法 の開 発
消 毒 作 業 の飛 躍 的 向上 を は か る ため 、薬 剤 吹 付 け法 を 考 案 し、 そ の処 理 機械 を製 作 した 。 い もち 、
ご ま葉 枯 、馬 鹿 苗 病罹 病種 子 に有 効 な ベ ン レー トT水 和 剤20を 用 い 、種 子 重量 の3%の 薬 量(7.5倍
液)を 噴 霧 す る方 法 で あ り、 この処 法 を機 械 に よ り処 理 す る こと を実 用 化 した 。本 機 は 毎 時1～1.2
トンの種 子 処 理 が で き る 。 こ の処 法 は前 記 罹 病 種 子 に有 効 で あ り、粉 衣 法 等 の 慣 行 法 よ り効 果 が 安定
して い た。 ま た 、育 苗箱 で 多 発 生 す るRhizopus、Trichoderma、Fusarium属 菌 等 の籾 へ の着 菌 を
抑 え 、立 枯 病 防 除 効 果 が 高 か った。 こ の理 由の 一 つ と して 、籾 に対 す る薬 剤 付 着 が よ く、浸 種 に 当 っ
て 薬 剤 の 流 失 が 少 な い た め と推察 した(表4)。
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表4吹 付消毒種子の浸種 による薬剤離脱
種籾処理法 200倍 液 8倍 液 0.5%湿 籾 0.5%乾 籾
調査項 目 24時 間浸漬 4%吹 付 け 粉 衣 粉 衣
(A)籾2469中 のBenomyl鰐 80.0 285 315 176
PPm 303 ユ,080 1,193 667
(B)浸 種3日 後水中の
TotalBenomy1死 望 4.77 6.62 ll.5 66.7
PPm 3.5 4.8 8.3 48




TotalBenomylmg 4.83 5.1 7.48 13.7
PPm 3.2 3.4 5.0 9.2
Benomyl
口 はC/Ax100(%) (6.0) (1.8) (2.4) (7.8
(D)浸 種9日 後 の水中の
TotalBenomy1加 望 3.30 7.05 7.20 6.9
PPm 2.2 4.7 4.8 4.6
口 は1)/A×100〔%) (4.1) (2.5) (2.3) (3.9)
〔E}浸 種9日 後籾 中のTotal
BenomylDry換 算 ηg 68.3 259 263 85.5
PPm 259 981 996 329
〔}は残存率E/A×100{%) (85.4) (90.8) C83.5) (48.6)
収支B+C+D+E/Ax100 101.5 97.5 91.8 98.2
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審 査 結 果 の 要 旨
本研究は箱育苗法の普及に伴 って発生が顕著となったイネ馬鹿苗病の発生生態を明らかにする
と共に,有 効な防除法を確立する目的で実施された。
苗代期 における発病をみると,畑 苗代で多発 し,播 種量を多くする程発病が多い。箱育苗では
集団で発病することが多く,こ れは箱育苗 という特殊な環境下における発病の特徴と推察 された。
罹病 したわ らやもみが ら,あ るいは人工接種 した有機物などを敷込んだ土壌に消毒種子を播種
す ると発病する。また,保 菌苗が混在 して播種されると,保 菌苗か ら順次感染発病することが確
かめられた。すなわち,本 病は種子および土壌伝染 し,さ らに罹病種子からその周囲に伝染発病
する。
畑苗代で催芽時から本葉3葉 期までに接種された苗は苗代で発病 した。発病苗を本田に移植す




出穂期以降に胞子浮遊液を噴霧 した種子か らの本菌検出率は,出 穂期接種で最高で,そ れ以降
順次低 くなった。すなわち,種 子への菌の侵入は,出 穂期を中心に行われる。
病苗を健全苗 と混植すると,玄 米重の健全株比は94～101を 示 し,減収:量は少なかった。これ
は隣接株の補償作用によると思われる。 しか し,茶 米や死米は増加 した。
消毒作業の向上をはかるため,薬 剤吹付け法を考案 し,そ の処理機械を製作した。 これはベン
レー トT水 和剤20を 用い,種 子重量の3%の 薬量を噴霧する方法である。本機は毎時1～1.2ト
ンの種子処理能力があ り,い もち,ご ま葉枯,馬 鹿苗病罹病種子に有効であった。
本研究はイネ馬鹿苗病の防除技術の改善に寄与する所あり,農 学博士の学位を与えるに充分で
あると判断 した。
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